
浸透性吸水防止材

アクアシール®シリーズ
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アクアシールは、コンク
リート等の躯体表面に
塗布するだけで、内部に
浸透し、コンクリート表
層部に吸水防止層（撥
水層）を形成します。

アクアシールがコンクリ
ート表層部に形成する吸
水防止層（撥水層）は、優
れた吸水防止性を発揮し
ます。

白く見える部分が吸水防止層

アクアシール吸水防止層の模式図
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アクアシールの吸水防止層が水の
移動を 1/10 に低減させることに
より躯体内部からの白華（エフロ
レッセンス）の析出を抑制します。

塗料や仕上げ材の下塗り（シーラー）
として使用することにより、躯体内
部からのアルカリ水等による塗膜
のフクレやハガレの現象を低減し
ます。

ア
ク
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ー
ル
吸
水
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層
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ホルムアルデヒド放散等級 F☆☆☆☆登録
（日塗工登録番号 D01207）

6
清浄

希

希

●アクアシールは、コンクリート等の基材に含浸して吸水防止層を形成し、性能を発揮する製品です。その含浸の程度は基材、基材の表面状態により
変化することがあります（補修部位等、吸込みの少ない場合は注意が必要）。また塗布した際、稀に風合変色することがあります。これらを防ぎ機能
を十分発揮させるため、事前の試し塗りによる塗布量の決定と仕上がり、効果の確認を必ず実施してください。

はけ、ローラー

はけ、ローラー

はけ、ローラー

はけ、ローラー

はけ、ローラー

危険物第4類第2石油類 危険等級Ⅲ

0.3～0.4ℓ/m2 (約45m2/16ℓ缶)

0.5～0.6ℓ/m2 (約30m2/16ℓ缶)

0.15～0.25ℓ/m2 (約80m2/16ℓ缶)

冷暗所保管で未開封の場合1年
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ホルムアルデヒド放散等級 F☆☆☆☆登録
（日塗工登録番号 D01207）

6
清浄

希

希
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を十分発揮させるため、事前の試し塗りによる塗布量の決定と仕上がり、効果の確認を必ず実施してください。

はけ、ローラー

はけ、ローラー

はけ、ローラー

はけ、ローラー

はけ、ローラー

危険物第4類第2石油類 危険等級Ⅲ
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超浸透性の特殊樹脂を使用していますのでタイル・石材表面の風合いを
ほとんど損ないません。
浸透性のため、フクレ、ハガレの心配がありません。
タイル・石材およびモルタル目地に吸水防止機能を付与させることにより、
劣化、凍害、汚れ、白華（エフロレッセンス）を抑制します。
ホルムアルデヒド放散等級 F☆☆☆☆登録
（日塗工登録番号 D01208）

6清浄

希

希

●アクアシールは、コンクリート等の基材に含浸して吸水防止層を形成し、性能を発揮する製品です。その含浸の程度は基材、基材の表面状態により
変化することがあります（補修部位等、吸込みの少ない場合は注意が必要）。また塗布した際、稀に風合変色することがあります。これらを防ぎ機能
を十分発揮させるため、事前の試し塗りによる塗布量の決定と仕上がり、効果の確認を必ず実施してください。

アクアシール500S吸水防止層

はけ、ローラー

はけ、ローラー

危険物第4類第2石油類 危険等級Ⅲ

0.16～0.24ℓ/m2 (約75m2/16ℓ缶)

冷暗所保管で未開封の場合6ヶ月
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6

使用する前に缶を振るなどしてよく混ぜてください。
使用分のみ缶から出して塗布してください。
取り扱い中はできるだけ皮膚に触れないようにし、マスク、保護眼鏡、保護手袋、前掛等を着用してください。
気温8℃以下、風速5m／秒以上、降雨、降雪の場合の施工は避けてください。また、施工中に降雨、降雪等にあった場合は施工を中止し、シート養生をして塗布面を保護
してください。
塗布対象面以外の箇所（植物、金属、ガラス、木材、コーキング材等）は、養生等を施し、付着させないようにしてください。
ガラス面、金属面、プラスチック面等に付着したときは、速やかに除去してください。
（固着すると全く除去できなくなる場合がありますので十分に注意してください。）
アクアシール50Eの塗布後24時間（20℃）は水がかからないように養生してください。（養生時間内に雨水等がかかると白亜化や、性能不良を引き起こす原因となる場合
がありますので十分に注意してください。）
本製品の施工にあたっては多少の臭気と飛散に対して作業者に注意を促すとともに周辺環境にも留意してください。
特に近隣の居住者には施工の前に事前の説明および了承を得るようにしてください。
冬季などの低温時や高湿時、塗布後2～3日以内に雨に打たれた場合、撥水性の発現が大幅に遅れることがあります。
改修工事等で、コンクリートの中性化が進行している場合は、撥水性の発現が大幅に遅れることがあります。
吸い込みの多い素地では吸い込みが収まるまで塗り重ねる必要があります。その際、コンクリートの風合いを損なうことがありますので、必ず事前に試験塗装を行い、確認
してください。

❶
❷
❸
❹

❺

❻

❼

❽
❾
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清浄

希

●アクアシールは、コンクリート等の基材に含浸して吸水防止層を形成し、性能を発揮する製品です。その含浸の程度は基材、基材の表面状態により
変化することがあります（補修部位等、吸込みの少ない場合は注意が必要）。また塗布した際、稀に風合変色することがあります。これらを防ぎ機能
を十分発揮させるため、事前の試し塗りによる塗布量の決定と仕上がり、効果の確認を必ず実施してください。

はけ、ローラー

はけ、ローラー

非危険物

0.18～0.22kg/m2 (約50m2/10kg缶)

0.25～0.3kg/m2 (約35m2/10kg缶)
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浸透性吸水防止材

アクアシール®シリーズ

これら材料の安全な取り扱いにあたっては使用される材料に該当する安全データシート（SDS）を必ずご参照ください。

50-1187
’24.6.13版 5,000S

製品の規格及び仕様は改良等のため
予告なく変更する場合があります。

〒532-0032
〒135-0031
〒452-0962
〒532-0032
〒812-0051
〒061-3244
〒270-1403
〒252-0244
〒524-0051
〒670-0074
〒733-0833

TEL.06(6308)6288
TEL.03(3642)8431
TEL.052(409)8711
TEL.06(6308)6281
TEL.092(641)2025
TEL.0133(76)6177
TEL.047(492)1901
TEL.042(764)4835
TEL.077(583)2234
TEL.079(299)5959
TEL.082(277)6464

FAX.06(6308)3618
FAX.03(3643)5560
FAX.052(409)8716
FAX.06(6308)3512
FAX.092(641)4022
FAX.0133(76)6178
FAX.047(492)1903
FAX.042(764)4836
FAX.077(583)3964
FAX.079(299)5960
FAX.082(277)6461

FAX.06(6308)3512
FAX.077(583)3964

本 　 　 社
東 京 支 店
名古屋支店
大 阪 支 店
福 岡 支 店
札幌営業所
千葉営業所
神奈川営業所
滋賀営業所
姫路営業所
広島営業所

〒532-0032
〒524-0051

TEL.06(6308)6281
TEL.077(583)2234

大阪市淀川区三津屋北2丁目14番18号
滋 賀県守山市三宅町 5 6 1 番 地

本 社 工 場
滋 賀 工 場

アクアシール会　https://www.aquaseal.jp

大阪市淀川区三津屋北2丁目14番18号
東京都江東区佐賀1丁目18番8号
愛 知 県 清須市春日流 7 7 番 地 1
大阪市淀川区三津屋北2丁目14番18号
福岡市東区箱崎ふ頭5丁目8番18号
石狩市新港南3丁目70 4番地8
千葉県白井市河原子木戸場364番地13
神奈川県相模原市中央区田名2507番地10
滋 賀 県 守山市三宅町 5 6 1 番 地
兵庫県姫路市御立西6丁目1番35号
広島市西区商工センター4丁目5番15号

アクアシール会
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